である。 

主人 は 打 水 を 了え て 後 満足げ に 庭の 面 を 見 わたした 

が、 やがて 足 を 洗って 下駄 を はく かとお もうと すぐに 

よ てぬぐい シャボン 

下女 を 呼んで、 手拭、 石鹼、 湯銭 等 を 取り 来らし めて 

ぜん だ 

湯へ いってし まった。 返って 来れば チャンと 膳 立てが 

す き 

出来て いると いうの が、 毎日 毎日 版に 摺っ たように 定 

まって いる 寸法と 見える。 

C 力で；. こ： 

やがて 主人 はまく り 手 をしながら 茹蛸の ようにな つ 

はなござ し さげ たばこぼん 

て 帰って来た。 縁に 花蘧が 敷いて ある、 提 煙草盆が 出 

ている。 ゆったり と 坐って 烟草を 二三 服 ふかして いる 

くろぬり す 

うちに、 黒 塗の 膳 は 主人の 前に 据えられた。 水色の 



くた ひわ 

「さぞお 疲労でした ろうご 

と 云った その 言葉 は 極めて 簡単で あつたが、 打 水の 涼 

けしき J\z くち ぷリ 

しげな 庭の 景色 を 見て 感謝の 意 を 含めた ような 口調で 

うま すす ちょく 

あった。 主人 はさ もさ も 甘そう に 一 口 啜って 猪口 を 下 

に 置き、 

くたびれ 

「何、 疲労る というまで のこと も 無い のさ。 かえって 

ほどよ からだ 

程好い 運動に なって 身体の 薬になる ような 気持が する。 

そして 自分が 水 を 与った ので 庭の 草木の 勢いが 善く 

いきいき あした みずまき 

なって 生々 として 来る 様子 を 見る と、 また 明日 も 水 撒 

をして やろうと おもう のさ ご 

おわ しずか ほ 

と 云い 了って また 猪口 を 取り上げ、 静に 飲み乾して 



更に 酌 を させた。 

「その 日に 自分が 為る だけの 務め をして しま つてから 

いい まど まねお り ± い ハ つま ゝ， 

適宜の 労働 をして、 湯に 浴って、 それから 晚 酌に 一 盃 

飲る と、 同じ 酒で も 味が 異 うよう だ。 これ を 思う と 労 

働ぐ らい 人 を 幸福に する もの は 無い かも 知れない ナ。 

ヽヽ ヽヽヽ o 一 

ノノ ノノノ 」 

と 快げ に 笑 つ た 主人の 面から は 実に 幸福が 溢る るよう 

に 見えた。 

ぁリふ あじ ほた で 

膳の 上に あるの は 有 触れた 鰺の 塩焼 だが、 ただ 穂 蓼 

を 置き 合せた のに、 ちょっと 細君の 心の 味が 見えて い 

た。 主人 は 箸 を 下して 後、 再び 猪口 を 取り上げた。 



「ァ ァ、 酒 も 好い、 下物 も 好い、 お 酌 はお 前 だし、 天 

下 # 平と いう 訳 だな。 ァハハ ハハ。 だが ご馳走 はこ 

れっきり かナご 

いや ふざけ しぎ やき 

「ォ ホホ、 厭です ネェ、 ぉ戯謔 なすって は。 今 嶋焼を 

栴 えて あげます ご 

ななめ きげん 

と 細君 は 主人が 斜 ならず 機嫌の よいので 自分 も 同じ 

ひろ ひろ きさく 

く 胸が 闊々 とする ので もあろう か、 極めて 快活に 気軽 

に 答えた。 多少 は 主人の 気風に 同化され ている らしく 

見えた。 

そこで 細君 は、 

めん 

「ちょ つ と ご免な さいご 



と 云って 座 を 立って 退いた が、 やがて 嶋焼を 持って来 

た。 主人 は 熱い ところに 一 箸つ けて、 

-， J うぎ 

「豪気 豪気 ご 

しょうがん 

と 賞翫 した。 

「もういい からお 前 も そこで 御飯 を 食べ るが いい ご 

とうぜん ようす 

と 主人 は 陶然と した 容 子で 細君の 労 を 謝して 勧めた。 

「はい、 有り難う ご 

と 手 短に 答えた が、 思わず 主人の 顔 を 見て 細君 はう ち 

微笑みつつ、 

「どうも 大層い いお 色に おなりなさい ましたね、 まあ 

まるで 金太郎 のよう で ご 



まぎ あ 

と 紛らし かけた が、 ふと 目 を 挙げて 妻の 方 を 見れば 妻 

まち 

は 無言で 我が 面 を じ つと 護って いた。 主人 も それ を 見 

きさく 

て 無言に な つ てし ばし は 何 か 考えた が、 やがて 快活な 

調子に な つ て、 

r ヽヽヽ ヽヽヽ o 一 

- ノノノ ノノノ 」 

と 笑い出した。 その 面 上に はは や 不快の 雲 は 名残 無く 

はら まなこ す 

吹き 掃 われて、 その 眼は晴 やかに 澄んで 見えた。 こ 

わず 力 力た t 

の 僅少の 間に 主人 は その 心の 傾 きを 一 転した と 見え 

た。 

「ハハ ハハ、 云うて しまおう、 云うて しまおう。 一人 

で 物 をお もう 事 はない の だ、 話して 笑って しまえば そ 



にしなかった が、 胸と 胸との 談話 は 通って、 どうかし 

いっしょ たがい 

て 一 緒に なりたい 位の 事 は 互 に 思い 思って いたの だ。 

ところが その 娘の 父に 招 ばれて 遊びに 行った 一 日の 事 

だった、 この 盃で酒 を 出された。 まだ その 時分 は 

やきものし 

陶工 の 名なん ぞ 一 ッ だって 知っていた 訳で は 無 かつ 

しき：：' 

たが、 ただ 何となく 気に入つ たので 切と この 猪口 を 

おもしろ むか 

面白がる と、 その 娘の 父が おれに 対って、 こう 申して 

は 失礼です が此盃 がお もしろ いと はお 若い に 似ず お 目 

りょうぜん 

が 高い、 これ は 佳い もので はない が 了 全 の 作で、 ざつ 

とした 中に も まんざらの 下手が 造った ものと は異 うと 

ころも あるよう に 思って いました、 と 悦んで 話した。 



ちた。 



(明治 三十 三年 七月) 
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